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2019年 10月 23日 

女性キャリア開発研究センター 

 

2019年度 卒業後のキャリアに関するアンケート調査結果（卒業後 7年～16年対象） 

 

・調査対象   卒業後 7年～16年（2003年 3月卒～2012年 3月卒）の本学卒業生 

・調査期間   2019年 7月 10日～2019年 8月 31日 

・調査方法 郵送による配布・回収 

・回収状況

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Q2就業形態（その他）…「派遣社員」（2）、「個人事業主」（1）。 

発送数 未着数 実発送数 有効回収数 有効回収率 

4,377通 89通 4,288通 231通 5.4％ 

2012年, 18, 8%

2011年, 32, 14%

2010年, 27, 11%

2009年, 27, 12%

2008年, 16, 7%

2007年, 22, 9%

2006年, 27, 12%

2005年, 11, 5%

2004年, 14, 6%

2003年, 21, 9%

無回答, 16, 7%

卒業年（N=231）

文学部日本文学

科, 11, 5%

文学部英米文学科, 5, 
2%

文学部人間関係学科, 
0, 0%

文学部日本語日本文

学科, 15, 6%

文学部英語英米文学

科, 18, 8%
文学部国際英語

学科, 3, 1%

人間関係学部人間関

係学科, 48, 21%

人間関係学部人間健

康学科, 29, 13%

人間関係学部社会福

祉学科, 23, 10%

人間科学部人間関係

学科, 7, 3%

人間科学部健康

栄養学科, 7, 3%

人間科学部社会

福祉学科, 6, 3%

短大生活環境学科 , 
20, 9%

短大ライフデザイン学

科, 26, 11%

短大こども保育学科, 
9, 4%

無回答, 4, 2%

学部・学科（N=231）

27歳, 4, 2% 28歳, 5, 2%

29歳, 15, 
7%

30歳, 30, 13%

31歳, 25, 11%

32歳, 28, 12%

33歳, 20, 9%

34歳, 19, 8%

35歳, 23, 10%

36歳, 19, 8%

37歳, 15, 6%

38歳, 7, 3%

39歳, 5, 2%

40歳以上, 3, 1%

無回答, 
13, 6%

年齢（N=231）

はい, 187, 
81.0%

いいえ, 44, 
19.0%

Q1 現在、仕事についているか（N=231）

正社員・正職員, 123, 
66%

非正社員・非正

職員, 25, 13%

パート・アルバイ

ト, 31, 17%

自営, 4, 2%

その他, 3, 2% 無回答, 1, 
0%

Q2 就業形態（n=187）
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※Q3e業種（その他）…「流通業」（2）、「協同組合」（1）、「美容」（1）、無回答（3）。 

※Q3f内容（その他）…「臨床検査技師・検査助手」（1）、「流通関係」（1）、「教室運営」（1）。 

2003年, 3, 1.6%

2005年, 2, 1.1%

2006年, 12, 
6.4%

2007年, 9, 4.8%

2009年, 11, 5.9%

2010年, 9, 
4.8%

2011年, 13, 
7.0%

2012年, 
11, 5.9%2013年, 

12, 6.4%

2014年, 12, 
6.4%

2015年, 15, 
8.0%

2016年, 7, 3.7%

2017年, 13, 7.0%

2018年, 19, 10.2%

2019年, 16, 
8.6%

無回答, 6, 3.2%

Q3a 現在の勤務先に就職した年（n=187）

北海道地方, 
1, 0%

東北地方, 0, 0%

関東地方, 2, 1%

中部地方, 
17, 9%

関西地方, 153, 82%

中国地方, 5, 3%

四国地方, 5, 3%

九州・沖縄地

方, 3, 2%

無回

答, 1, 
0%

Q3b 現在の勤務先の所在地（n=187）

はい
59

31.6%

いいえ
126

67.4%

無回答
1.1%

Q3c 現在の勤務先は、卒業後最初の勤務先か

（n=187）

50人以下, 44, 
23.5%

51～100人, 24, 
12.8%

101～300人, 34, 
18.2%

301～500人, 13, 
7.0%

501～1000人, 
12, 6.4%

1001人以上, 53, 
28.3%

無回答, 7, 3.7%

Q3d 事業所・法人全体の従業員数（n=187）

農業・林業・漁業, 0, 0%

建設業, 6, 3%

製造業, 12, 6%

熱供給・水道業・電気・

ガス, 0, 0%

情報通信業, 2, 1%

運輸・郵便業, 3, 2%

卸売業, 7, 
4%

小売業, 22, 12%

金融・保険業, 15, 8%

不動産・物品賃貸業, 2, 
1%

学術研究、専

門・技術サー

ビス業, 3, 2%

宿泊・飲料サービ

ス業, 7, 4%生活関連サービ

ス・娯楽業, 2, 1%

教育・学習支援業, 25, 
14%

医療・福祉, 56, 30%

公務, 11, 6%

その他サービス, 5, 3%

その他, 7, 
4%

Q3e 勤務先の業種（n=187）

専門・技術的な仕事, 
58, 31.0%

事務系の仕事, 62, 
33.2%

販売系の仕事, 
15, 8.0%

営業系の仕事, 9, 
4.8%

サービス系の仕事, 
26, 13.9%

保安系の仕事, 
1, 0.5%

農林漁

業系の

仕事, 1, 
0.5%

生産加工の仕

事, 2, 1.1% 輸送・機会運輸の仕

事, 1, 0.5%

運搬・清掃の仕

事, 1, 0.5%

管理的な仕

事, 7, 3.7%

その他, 3, 1.6%

無回答, 1, 
0.5%

Q3f 現在の仕事の内容（n=187）
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31.0%

37.4%

16.0%

17.6%

31.6%

15.5%

43.3%

21.4%

17.6%

17.1%

11.2%

15.0%

23.0%

28.3%

33.7%

47.1%

19.8%

24.6%

13.4%

27.3%

21.9%

35.8%

22.5%

27.3%

44.9%

41.2%

25.7%

51.3%

44.4%

40.6%

31.6%

39.6%

38.5%

35.8%

10.7%

19.8%

32.6%

44.4%

46.5%

34.8%

33.2%

41.2%

24.6%

26.7%

35.3%

29.4%

21.9%

49.2%

11.8%

12.8%

26.7%

16.6%

10.7%

21.4%

8.6%

17.6%

18.2%

20.3%

14.4%

13.9%

22.5%

12.3%

11.2%

9.6%

19.3%

16.6%

25.7%

18.7%

16.6%

9.1%

13.4%

14.4%

8.0%

6.4%

28.3%

8.6%

11.2%

10.7%

12.3%

11.2%

14.4%

22.5%

56.7%

43.9%

21.4%

11.2%

5.3%

5.9%

23.5%

15.0%

31.6%

22.5%

17.6%

15.5%

19.8%

6.4%

3.7%

1.6%

2.1%

3.7%

1.6%

10.7%

2.7%

8.0%

10.7%

3.2%

6.4%

7.0%

0.0%

3.2%

2.1%

2.1%

3.2%

2.1%

4.3%

4.3%

8.0%

9.1%

21.4%

2.1%

0.5%

0.5%

1.1%

2.1%

0.5%

1.1%

1.6%

2.1%

0.5%

1.1%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

1.1%

0.5%

1.1%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

1.1%

1.1%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（1）能力を発揮できる仕事である

（2）責任ある仕事ができる

（3）ポジションに比べて責任が重い

（4）仕事内容は能力や希望に合っている

（5）仕事にやりがいを感じている

（6）所属部署でのジョブローテーションは適切である

（7）残業の量は適切である

（8）業績評価は適切である

（9）昇進・昇格は適切である

（10）給与（諸手当を含む）に納得感がある

（11）定時退出するのに気を遣う

（12）有給休暇をとるのに気を遣う

（13）ストレスが多い

（14）上司とのコミュニケーションは円滑である

（15）部下や同僚とのコミュニケーションは円滑である

（16）仕事の相談ができる人がいる

（17）人間関係に悩みはない

（18）無理をしていないか気遣ってもらえる

（19）仕事のフォロー体制や交代要員に不安はない

（20）働き方の参考となる年長者がいる

（21）福利厚生に満足している

（22）育児休業をとりやすい環境である

（23）介護休業をとりやすい環境である

（24）全体的に働きやすい職場である

Q4 あなたの現在の仕事について（n=187）

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない 無回答



4 

 

正社員・正職

員, 100, 65.4%

非正社員・非正

職員, 30, 19.6%

パート・アル

バイト, 21, 
13.7%

自営, 0, 0.0%
その他, 2, 1.3%

Q5c 就業形態（退職者のみ：n=155）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Q5c業種（その他）…「嘱託職員」（1）、「講師」（1）。 

※Q5d 年数（その他）…「10年以上 11年未満」（2）、「11年」（1）。 

 

5.2%

1.9%

7.7%

14.2%

6.5%

3.9%

20.6%

5.8%

1.9%

17.4%

13.5%

11.6%

33.5%

23.9%

10.3%

8.4%

18.7%

7.1%

14.8%

10.3%

9.0%

7.1%

1.9%

45.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

能力を発揮できる仕事でない

責任ある仕事ができない

ポジションに比べて責任が重い

仕事内容が能力や希望に合っていない

仕事にやりがいを感じていない

所属部署でのジョブローテーションが適切でない

残業の量が適切でない

業績評価が適切でない

昇進・昇格が適切でない

給与（諸手当を含む）に納得感がない

定時退出するのに気を遣う

有給休暇をとるのに気を遣う

ストレスが多い

上司とのコミュニケーションが円滑でない

部下や同僚とのコミュニケーションが円滑でない

仕事の相談ができる人がいない

人間関係に悩みがあった

無理をしていないか気遣ってもらえない

仕事のフォロー体制や交代要員に不安はあった

働き方の参考となる年長者がいない

福利厚生に満足していない

育児休業をとりやすい環境でない

介護休業をとりやすい環境でない

その他

Q6 退職した理由（退職者のみ：n=155）

50人以下, 40, 
25.8%

51～100人, 
23, 14.8%101～

300人, 
24, 

15.5%
301～500人, 

11, 7.1%

501～1000

人, 10, 6.5%

1001人以上, 
35, 22.6%

不明, 12, 7.7%

Q5b 事業所・法人全体の従業員数

（退職者のみ：n=155）

東北地方, 1, 
0%

関東地方, 1, 1%
中部地方, 12, 8%

関西地方, 133, 
86%

中国地方, 2, 
1%

四国地方, 1, 1%

九州・沖縄

地方, 2, 
1%

無回

答, 3, 
2%

Q5a 最初の勤務先の所在地

（退職者のみ：n=155）

1年未満, 26, 
17%

1年以上2年未満, 
30, 19%

2年以上3

年未満, 
21, 14%

3年以上4年未満, 
18, 12%

4年以上5年未満, 
16, 10%

5年以上6年

未満, 15, 10%

6年以上7年未満, 
8, 5%

7年以上8年

未満, 3, 2%

8年以上9年

未満, 5, 3%

9年以上10年未

満, 3, 2%

その他, 8, 5%

無回答, 2, 
1%

Q5d 勤務年数（退職者のみ：n=155）
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※Q6退職理由（その他）…

【結婚・出産関係】（18） 

 結婚のため（6） 

 結婚を機に引っ越したため（4） 

 妊娠、出産、育児のため（2） 

 結婚後、産休、育休後も勤務していましたが、主人

の転勤に伴い退職。 

 産休がとれる状況でない 

 妊娠期に入退院を繰り返し、理解してもらえなかっ

たから。正社員で結婚しているのも、女性では私だ

けだった。 

 結婚により夫の自営業を手伝うため 

 妊娠、出産のため。育休は非正職員にはなかったた

め。 

 育児をしながら働ける会社に転職したかった 

 

【職場への不満】（13） 

 正社員になれない 

 他職種の仕事もしなければならなかった 

 業務時間外に業務以外のことをさせられた 

 福利厚生・有給がないと言われた 

 仕事がキツく、両立に不安あり 

 本社→工場の異動場所が働きにくいところだった。 

 正社員になるのに講習を受けないとダメで、受け終

わるのに 1年もかかるため。 

 男女差別 

 職場に認知症の奥さんがいたから 

 職場の環境が変わるため 

 異動 

 色々な不満があった 

 勤務時間が不規則だったため、深夜勤務あり。 

 

【キャリアアップ関係】（13） 

 資格がとれたから（2） 

 正社員を目指すため 

 苦手分野を克服したかった 

 スキルアップのため 

 本採用になったため 

 より良い仕事が見つかったため 

 より良い条件で就職できた 

 より専門的な仕事をしたかったため 

 留学したかった 

 正社員として働くことができる仕事を見つけるまで

のつなぎとしてアルバイトをしていたので退職し

た。 

 やりたいことの実現のため 

 希望の職種に就職が決まったため（それまでのつな

ぎだった。職場自体は楽しかった） 

 

【契約関係】（11） 

 契約期間満了のため（5） 

 特殊な職の為、年齢制限があった為。 

 会社都合 

 産休代替だったため期限が切れた 

 部署がなくなった 

 無保険で給料が出なくなった 

 雇用契約の取り交わしが適切にされなかったため。

（書面等なし） 

 

【体調・心の不調関係】（8） 

 体調不良（2） 

 病気療養のため 

 病気をしたため 

 毎日が長時間労働（実況は 8時間以上が基本。9-

10時間くらい。長い時はもっと）で体調を崩し

た。 

 うつ状態になった 

 働きたい気持ちがなくなった 

 家族と離れたためストレスがたまった 

 

【その他】（7） 

 金銭面で働く必要がなくなったため 

 転居 

 実家の家業を継ぐため 

 次の職場に転職することが決まった。転職先の人

（職場）のため。 

 勤務先が閉業したため 

 倒産しました 

 家族の病気 
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※Q7④外国語（具体的に）…「中国」（1）。

※Q7⑱その他…「体力」（2）、「社会適応力」（1）、「健康」（1）、「持続力」（1）、「掃除のスキル」（1）、「その職場で

働き続けてもいいという感覚」（1）、「早めの諦め」（1）、「スピード」（1）、「国家資格」（1）、「問題解決力」（1）。 

※Q8④外国語（具体的に）…「中国語」（4）。

※Q8⑱その他…「大学時代に身につけたものは特になく、現場入ってから大変でした。」（1）、「挑戦すること」

（1）、「社会適応力」（1）。

※Q9④外国語（具体的に）…「中国語」（2）、「貿易実務に必要なレベルの中国語」（1）、「中国・フランス」（1）。 

※Q9⑱その他…「特になし」（1）、「優先順位のつけ方」（1）。

 

43.0%

30.7%

5.7%

0.4%

62.7%

7.9%

4.4%

9.6%

47.4%

39.5%

28.5%

8.3%

19.7%

6.6%

36.0%

37.3%

26.3%

5.3%

34.2%

46.8%

7.4%

1.7%

43.7%

8.2%

4.8%

7.8%

39.0%

34.2%

23.8%

14.3%

20.8%

9.5%

22.1%

16.5%

11.7%

1.7%

27.7%

23.8%

37.2%

6.5%

20.3%

29.9%

19.5%

19.9%

7.8%

21.6%

14.7%

18.2%

14.3%

10.0%

13.4%

17.3%

24.7%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

専門知識

パソコンのスキル

英語のスキル

英語以外の外国語

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

マネジメント能力

リーダーシップ能力

協調性

主体性（物事に進んで取り組む力）

実行力

課題発見力

計画力

創造力

柔軟性

情況把握力

ストレスをコントロールする力

その他

能力やスキル

Q7 最初の勤務先で必要とされた（n=228） Q9 大学時代に身につけた（N=231） Q10 大学時代に身につけることができなかった（N=231）
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※Q10（その他）…「新しい機器や制度を受け入れる度量」（1）、「非正規雇用の見直し」（1）、「結婚後復帰のしやす

さ」（1）、「むずかしい問題です」（1）、「文科省が現場の声を聞くこと。実際に教員を 2～3年やってみたらどうだろ

うか。」（1）、「自分（個人）の意見が言える環境」（1）、「みんなで協力のできるような職場」（1）、「相談できる人が

いる」（1）、「昨今の女性活躍推進法により、逆に男性の人権が侵害されているので、そのことについても意見を出す

べき。例えば、経験、能力が劣っている場合でも女性というだけで昇進したり役員になれたりする。育休中でも昇格

したりする。女性は権利ばかり主張している。」（1）。 

 

 

29.9%

14.3%

54.1%

26.0%

41.6%

35.1%

19.9%

40.7%

71.0%

18.2%

33.3%

26.0%

39.8%

30.7%

14.3%

8.2%

19.0%

32.9%

22.1%

7.8%

14.7%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

スキルアップ研修の充実

ジョブローテーション

仕事のフォロー体制の強化

会議のスリム化

業務のスリム化

残業時間の抑制

ノー残業デーの定着

完全週休2日制

休業・休暇の取りやすさ

時間差勤務（シフト制）

短時間勤務制度

在宅勤務・テレワーク

勤務先の保育施設

病児保育施設

女性の管理職を増やすこと（女性活躍推進に関連して）

女性の採用数を増やすこと

仕事内容の男女平等

育児・介護等による退職者の再雇用制度

ロールモデルとなる先輩や同僚

旧姓で仕事が続けられること

人権意識の向上

その他

Q10 男女ともに働きやすくなるために必要だと思われるもの（N=231）

57.6%

51.9%

18.2%

15.2%

22.5%

22.9%

25.5%

9.5%

6.9%

19.0%

13.0%

48.5%

11.7%

14.3%

14.7%

5.2%

16.5%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

リカレント教育（資格取得・更新など）の充実

専門職のためのスキルアップ講座・免許更新講座

女性の就業に関する講座

リーダーシップやマネジメントに関する講座

ワークライフバランスに関する講座

人生や生き方に関する講座・悩みの相談

子育てに関する講座・悩みの相談

介護に関する講座・悩みの相談

語学の講座

コンピュータの講座

授業の聴講・単位取得

仕事のあっせん・キャリアカウンセリング

保育施設の設置

卒業生同士のネットワークづくり

大学教員とのつながり

ホームカミングデーの充実

大学施設の利用

その他

Q11 必要だと思う「卒業生支援」（N=231）
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※Q11語学（具体的に）…「英語」（8）、「英語・中国語」（2）、「英会話」（1）、「Toeic」（1）。 

※Q11コンピューター（具体的に）…「エクセル」（3）、「エクセルの使い方（データ集計など）」（1）、「エクセル・

ワード」（1）、「エクセル数式」（1）、「Excel関数応用」（1）、「エクセル、情報処理」（1）、「Excel、Access」（1）、

「Excelや Word などの基礎講座など」（1）、「Word」（1）、「マイクロソフトオフィス使用方法（基礎、応用、数式

他）」（1）、「事務で使用するツールに特化した講座」（1）、「基本的なおさらい」（1）、「昔、大学で有料で取得した講

座（資格）が今は無く同等の講座があれば受講したい。」（1）、「作業向上に役立つもの」（1）、「配布資料の作成方

法」（1）、「マクロ、Web会議システム」（1）。 

※Q11その他…「社会人入学。大学を卒業してある程度働いて、社会人経験をつんで、栄養士の資格が欲しくて専門

学校に入るなど」（1）、「コミュニケーション力と柔軟性、実行力」（1）、「資格制度の取り組み」（1）、「海外研修への

強い斡旋」（1）、「無し」（1）、「特に希望しません。十分です。」（1）。 

 

※Q12（その他）…「利用したいが遠方のため不可能」（14）、「通信講座であれば積極的に利用したいが、大学でな

らわからない」（2）、「SNSに依存している人には必要」（1）、「短時間勤務・在宅勤務があれば、尚良し！！」（1）、 

「保育内容が良ければ利用したい」（1）、「社会人 1年目やったら利用した」（1）、「同じ年代の卒業生が多く参加する

なら利用したい」（1）。 
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Q12 必要だと思う「卒業生支援」上位５つ（N=231）

積極的に利用したい 内容・費用によっては利用したい
今は利用するつもりはない 今も将来も利用するつもりはない
わからない その他

0.0%

1.7% 7.8% 60.2% 26.8% 3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q13 女性が職業をもつことについての考え方（N=231）

女性は職業をもたない方がよい

結婚するまでは職業をもつ方がよい

子どもができるまでは職業をもつ方がよい

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい

無回答
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※Q12（その他）…「独創的思考力の育成」（1）、「恋愛問題がない」（1）、「細やかなフォローアップ体制が充実して

いる」（1）、「光華だけではないが、子どもの声や走り回る姿があることは、とても良いことだと思いました。同じキ

ャンパスに子どもから大人までいるというのが幅広いし、アットホームでした。」（1）。 

 

 

2.6%

34.6%

48.9%

7.8%

37.7%

5.2%

34.6%

27.7%

15.2%

1.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

リーダーシップを発揮できる

異性を気にせず勉学に励める

女子のみの環境で自由な学生生活

女性の先輩・社会人との交流が多い

アットホームな雰囲気

就職が良さそう

学内・校舎がきれい

一生の友だちに出会える

特にない

その他

Q14 女子大の良い面（N=231）

16.5%

17.4%

16.5%

43.5%

45.2%

55.7%

19.1%

19.1%

12.6%

6.5%

6.1%

2.2%

0.4%

3.0%

0.4%

13.0%

7.4%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭生活

職場

社会通念・慣習・

しきたりなど

Q15 男性の地位は平等か（N=231）

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

あり, 123, 
53%

なし, 107, 
46%

無回答, 
1, 1%

配偶者（N=231）

あり, 103, 
45%

なし, 125, 
54%

無回答, 3, 
1%

子ども（N=231）

1人, 41, 40%

2人, 46, 45%

3人, 15, 
14%

4人, 1, 1%

子どもの数（n=103）



10 

 

※自由記述（41） 

 女子大は日本独自の文化であり、日本の強き女性を育んできた基礎であると思います。安易に共学化する大学も

多いですが、女子大ならではの新しい取り組みを期待しています。 

 女性も働き続けられる社会がよいと思うが、子どもはやはり親が育てるべきだと思っている。祖父母や保育施設

に長時間あずけることも一つの方法だと思うが、夫婦で働きながら（親も自分の時間を持ちながら）子育てでき

る環境を探っている。そんな社会になることを望んでいます。 

 2011年卒業生です。当時、就職難で、大変苦労しました。現在も非正職員で働き続ける友人も多くいます。今

度、同じような状況が起きる可能性もあります。どうか、アンケートの結果含め、学生さんの将来について真剣

に考えていただけるキャリアセンターとなってください。また、アンケートは匿名としてあつかっていただきた

いため、p.8の「お願い」は別途ハガキ等にしていただければ幸いです。 

 私は今、新人教育をさせてもらっています。大学卒業した人もいれば、高校卒業した人もいます。まずは、やは

り挨拶や返事などから教えます。仕事柄、全く知らない人にも（初めて会う方）しっかりと挨拶をしないといけ

ないですが、できる人は少ないと思います。また SNSの影響もありますが、しっかりと相手の顔を見て話がで

きる人も少ないです。どんな職種についてもコミュニケーションはつきものだと考えています。基本的な事を大

学で教えるのは難しいと思いますが、「一緒に働きたい新入社員とは？」という話を学生さんたちとしてみると

おもしろいのではないかと思います。 

 改めて仕事等について考える良い機会になりました。ありがとうございました。 

 卒業生が仕事を続けられる体制を作っていただき、ありがとうございます。現在、15年同じ仕事を続けており

ますが、頼れる上司が定年を過ぎており、いつまで続けられるかわからない状態です。なので、今後お世話にな

るかもしれないと思い、調査に協力いたしました。調査の大変さは大学時代に思い知らされているので、どうか

頑張ってください！お役に立てれば光栄でございます。 

 大学卒業と同時に給食会社に栄養士として就職しました。管理栄養士の合格発表が 5月だったので、私はそれに

合格し、会社にも 5月より管理栄養士として雇っていただきました。それから約 10年働きました。病院給食の

方に配属になったため、大学で学んだことを基礎に働きました。給食なので朝・昼・夕と食事の時間が決まって

おり、その限られた時間の中でどれだけスムーズにできるか、自分のするべきことは何かなど、周りを見ながら

働くことを求められたと思います。新卒で入ってきた方も多くいましたが、年々「働く」ということがわかって

ない子が増えているような…。バイト感覚なのか…。言われないと出来ない。後、あいさつをちゃんと出来る子

が少ないです。 

 在学時は大変お世話になりました。卒業後、6年務めたアパレル販売員を退職し、昨年より自動車の営業をして

おります。転職の理由は大きく 2つあり、女性だからと昇進ができず、男性の後輩が上に上がったことを経験

し、服よりも高価なものを売って今よりもっと達成感を味わいたいと思いました。“営業”というと男性のイメ

ージが強く“女の営業？”と言われることも度々ありますが、女性ならではの気遣い等私にしか出来ない活動を

心掛け日々奮闘しております。在学中にホスピタリティや心理学等を学び、それを活かせる場に居れることを嬉

しく思っております。光華の更なるご発展をお祈り申し上げます。 

 2013年の 3月まで、半年間ではありましたが、キャリア支援センターでアルバイトをさせていただいた者で

す。その節は、木村先生のおかげでお世話になりました。その後、長男を出産し、米原に引っ越したので、お伺

いできていません。また機会があれば、顔を出したいと思います。 

 大学を卒業してからずいぶん経ちましたが、人生の中で一番充実していた 4年間でした。好きなことが勉強で

き、先生方や友達にも恵まれました。チャンスもたくさんいただきました。 

 社会に出て、大学で学んだことを一番使っているのは、私だと勝手に思い込んでいます。現在、右京区の中学校

で国語の教師をしています。採用 10年目（京都市）教師生活もトータルすると 13年目です。ベテランには程遠

いですが、若い頃よりは話せることも増えたかなと思います。もし、私で役に立てることがあれば喜んでお受け
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します。大学に恩返ししたいとずっと考えています。（もちろん教職のことでしかお話しできませんが。） 

 就職活動中感じていたのは、地元富山県への U ターン就職を希望していた私にとって、情報があまりにも少な

く、自力で情報を収集することやセミナー等への参加を申し込む&行くことを決めて就職をしなければならかっ

たことの残念感でした。もちろん、中には窓口で相談にのってくださった職員さんもいらっしゃいましたが、北

陸で開催されるセミナー情報についてインターネットで一緒に調べてパソコン画面で見せていただいただけだっ

たように記憶しています。例えば、同郷の先輩もいらっしゃっるだろうし、同業種に進まれた先輩もいらっしゃ

っるだろうから、「今までは～でした」「○○さんは～でした」等、過去の実績ややり方・エピソード等を聞ける

機会があれば心強かったと思います。今も富山で勤めていますし、富山から光華へ進んだ後輩がもしかしたら同

じ状況になっているのであれば、何か力になりたいと思っています。光華の卒業生の方にも、就職活動のサポー

トや情報提供等していただける方が多くいらっしゃると思いますので、特に関西圏外（中でも地方組）に力にな

ってあげてほしいです。（←もちろん、自分で行動しなければなりませんが、頼れるところがサポートセンター

だけでしたので、こう思いました。） 

 教員免許を取得して使う時が来たら！と思い大切にしていますが、更新の制度となり、どういう風に使えるよう

にしたらよいのか、すぐに使いたい場合、いくつかの単位取得の必要性など本当にわからず、何度かあきらめま

した。資格取得した学生にはフォローが必要ではないでしょうか。不器用な人もいますし、卒業しても手がかか

り申し訳ないですが… 

 学生時代はお世話になりましたと同時に、あかね祭で久しぶりに開催したミスコンでミス光華に選んでいただき

本当に良い経験をさせていただいてありがとうございました。大学を卒業してからは、“なりたい、こうであり

たい”という希望がなかったので、色々な仕事に就きました。アルバイト、パート、正社員、どんな雇用であ

れ、その事業所や職場、会社の良いところ、悪いところを見させていただき、今の人生の糧になっています。正

直、大学で得たことというのが私自身あまりありません。高校時代まわりが大学進学多いので流れに乗って大学

に行っただけで、“大卒”を得ただけでした。母子家庭でもあり、奨学金を使い、今もがんばって返していま

す。あと 100万円くらいでしょうか。働きだしてからは、人と人のふれあいのなかで働くことだけが全てでもな

く、稼ぐことだけが全てでもなく、結局のところどんな風に歩むかじゃないのかなと思っています。ありがとう

ございました。 

 光華女子大学なつかしいです。京都行くときはあそびに行きたいです。応援しています！！ 

 妊娠・出産を実際にするのが女性である以上、男女平等になることなどありえない。男より女の方が力が弱い生

きものである以上、男女平等になることなどありえない。 

 私は転職をよくしていて、仕事のやりすぎで、誰にも相談することをあまりしてなかったし、ストレスが原因で

病気になってしまい、入院しましたが、去年に退院をしました。仕事に就くにつれ、大学で人生や生活に関する

ことを学べる、相談できることができたらよかったと思いました。正社員で働いていたから相談できないと思っ

てしまっていたので。学びたかったです。それが感想です。 

 私は広汎性発達障害のためにおいて働いておりません。 

 アンケートをしてみて、仕事を続けられる環境の大切さを改めて感じた。 

 人間健康学科卒です。在学中はお世話になりました。現在、離職中ですが、幼児 2人での復職には問題がいろい

ろあります。できるだけ早く管栄として復職したいですが、中々すぐには無理そうなのが現状です。就職の情報

などほしいです。 

 P.8の連絡を差し上げても良いかの件ですが、絶対ダメなわけではないですが、他に OKの方がたくさんおられ

て資料として充分でしたら私は辞退します。少なければ私で良ければ、協力させていただきます。力になれませ

んが。ただ、奈良の香芝市に住んでおり、京都まで行くことが無いので、どうするかとは思っております。一

応、携帯番号書かせてもらいました。もし、どうしても必要でしたら、TELください。大丈夫でしたら、TEL

不要です。 
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 大学を卒業した後、人間健康学科の一期生でしたが、2年くらいで老人福祉施設を辞め、現在保育園の管理栄養

士として 12年働かせてもらっています。育休も 2年取り、現在子育てと仕事に追われています。日々いろんな

ことを感じます。このように、アンケートを取って、社会に役立ててほしいです。 

 おひさしぶりです！先生方もまだ大学にいらっしゃるようで安心しました。私も卒業後は実家の方へ戻り、暮ら

しています。なかなか大学へも遊びに行けず、また会いに行きたいなぁ♡ 

 資格の案内や免許更新の案内がしてほしいです。働いていたり、子育てをしているとどうしても情報に遅れがち

で期限が切れてしまったりするので悩んでます。 

 問 13で、私は⑤としましたが（子がいるので、実際にも⑤です。正規でなく、パートタイマー）、生活的には④

がよいと思います。ですが、子の様子を見ていると、⑤としたほうが安心しているように見えるので、短時間勤

務で雇ってもらえるような高スキルの取得は、卒業後も必須だな、と感じています。 

 いつもお世話になっております。どうぞよろしくお願い致します。 

 なつかしいでーす。同窓会したいでーす。今、学校がどうなっているのか知りません。先生方元気かな？ありが

とうございました。 

 卒業後 9年間化粧会社で働いており、現在は父が営んでいる食肉卸売の会社で経理事務をしております。在学中

は、具体的な将来の夢や目標が無く学生生活を送っておりましたが、今になって語学や専門的な勉強（心理学や

アート等）をしたいという気持ちがあります。私は働くことが好きですし、自身の興味のあることを勉強するの

も好きです。また、私はこれからの時代は自分の“好き”を仕事にする（出来る）と思うからこそ、自分の“好

き”“キライ”を知っておく必要があると思います。（私は、プライドや周囲の目、家族の意見に流されたりし

て、自分の本当の“好き”や願望などに気付けていませんでした。）なので、光華女子大学でのリカレントプロ

グラムは私にとってとても魅力的です。（今回は仕事の都合で応募を見送らせていただきました）また今後もあ

りましたら、現在熊本県におりますが、ぜひ参加させていただきたい！！！と思いました。 

 栄養士、管理栄養士の資格を活かし、一緒に働ける後輩が増えるといいなと思っています。卒業生への専門職の

最新情報（改訂されたことなど）などの配信や講座があれば、就職後もスキルアップできる機会が増えるのでは

ないかと思います。スマホやケイタイ、PCで見れる方が、便利だと感じます。 

 リカレントプログラムを知り、大変興味を持っています、5月に出産し、今後の再就職に悩んでおりました。仕

事は出産のため、3月に退職しました。職場には産前産後の休暇取得をお願いしましたが叶わず、契約満了との

ことで更新してもらえませんでした。保育所に預けてから再応募してきて下さいと職場からは言われました。保

活の点で一旦退職してしまうと預けにくいのが現状です。保育サポートが利用できると有難いです。再就職のた

めに勉強に行けるところを探していたところなので、助かります。開講科目の詳細が知りたいです。 

 2年間とても楽しい学生生活を送ることが出来ました。先生方に教えて頂いたことを今後も活かしていきたいと

思います。ありがとうございます。 

 私自身京都から離れて暮らしているため利用する機会はございませんが、人生を通して様々な支援を受けられる

体制があればと思います。 

 調査お疲れ様です。卒業生にも優しい大学によりよくなれるように願っています。私は光華の学生しかとってい

ない会社に就職しました。（女子社員のみ）ただいざ入ると離職率は高く、嫌な思いもしました。キャリアセン

ターには求人の質を高めて頂きたいし、なぜ求人がよくきているのか分かってほしいし、アフターフォローもし

てほしい。 

 卒業後、大手メーカーで研究開発の仕事を 11年しました。そのうち 3回育休取得（執務約 7年）させて頂き、

収入、福利厚生は申し分ありませんでした。しかし、とてもとても辛い職場環境、仕事内容で、かなりしんどい

期間でした。いくらお金を積まれてももう 2度と戻りたくない…と思うほど。現在は、昔から大好きだったネイ

ルを仕事にして自宅サロンを経営しています。まだ 1年半足らずですが、すでにご新規様をお断りしている人気

サロンで、来年あたりからスクールを始める計画です。今が人生で一番活き活き楽しく幸せに働いています！毎
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日が最高です！この感覚を一人でも多くの女性に伝えたいです。発信し続けていきます！！ 

 男女とも希望に合った働き方ができる世の中になればと思います。 

 在学中にこういう施設が出来たら良かったなと思います。卒業後も卒業生の支援があるのは、とても良いと思っ

たし、私もやってみたいなと思います。うらやましいです。 

 あまり女性キャリアについて考えたことがなく、このアンケートを機に考えるようになりました。私が現在働い

ている職場は女性が多く、女性のほうが強い印象がありますが、そうでないところもあり、男女平等にともに働

くということについて考えさせられる機会になりました♪♪ 

 職場でも小さい子どもを育てながら働いている人も私の他にもいます。昔に比べたら普通になってきてますし、

会社も支援してくれてます。これにはやはり人手不足もあるので、結婚や出産で簡単に退職されるよりも、育休

で休んで、また 1年後（それ以降）戻って来て、たとえ時短でも会社の戦力になってもらえたら！という会社の

思いもあります。（これにまんまとはめられてるわけですが…）母親になってもいきいきと社会で貢献できるこ

とに楽しさと誇りを思って日々生活しています。正直大変なこともありますが、仕事中に「育児」のことから頭

を切り離せたことで、強制的にではありますが気分転換にもなっています。あとは特に出産で思いましたが、産

休、出産後、育休を取るということは、産休手当や育児休業給付金などお金の面での支援が無職や退職した人と

全然変わってくるので、結婚・出産で簡単に退職しない方がいいのかなと思いました。 

 現在 1才の子どもを育児中です。いずれは再就職をと考えていたところへのアンケートで、自分のこれからを具

体的に見直すいい機会になりました。 

 土曜日資格講座があるとありがたい。平日なかなか休めないため。 

 私自身、大学から遠くに住んでおり、子どもが小さいので京都まで行くのは難しいと思います。（現在は）その

ため、可能であれば大学まで行かなくても受けられる支援も作ってほしいです。／大学の時、その時は一生懸命

勉強等しているつもりだったが、長期休暇などもっと時間を有効的に使い様々な経験（時間のある大学の時にし

かできない）をしておけばよかったかなと今になって思います。／私は人間健康学科（管理栄養士課程）だった

のですが、もっと縦のつながりがあってもよかったかなと思います。 

 提出が遅くなり本当に申し訳ございません。この度、このようなアンケートに私のような人間が回答しても良い

のか大変悩みましたが、少しでも後輩の役に立てるようであれば幸いです。京都光華女子大学短期大学部での 2

年間は本当に私にとってかけがえのない宝物です。また何かの機会で大学を訪ねるチャンスがあることを心から

願っております。 

 

※名前・連絡先あり（231名中 75名…32.5％）    ※勤務先あり（231名中 94名…40.7％） 

 

地方 県 小計 計
北海道地方 北海道 1 1
東北地方 ― 0 0
関東地方 埼玉県 1 1

富山県 1
石川県 2
福井県 1
岐阜県 1
静岡県 2
愛知県 2
京都府 32
滋賀県 13
大阪府 12
奈良県 2
三重県 1
兵庫県 1

中国地方 山口県 1 1
四国地方 香川県 1 1

九州・沖縄地方 熊本県 1 1

75 75

中部地方

関西地方

計

9

61


